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が存在している複合膜は電位サイクルを重ねるごとに二酸化炭素の還元電流と思われる電流の立ち上がりが、低電位

側にシフトしていっているというユニークな挙動が確認された。第八章では有機分子であるTCNIとTCNQ間で電荷移

動 (CT)が起こるようなCuSCN/TCNI/TCNQ複合膜の作製に取り組み、複合膜の機能の取り出しを目指した。TCNIとT

CNQはそれぞれどちらもCuSCNと複合化することを確認し、さらに両者が混在化でCuSCNと複合化したところ、単

なる重ね合わせの吸収スペクトルでは無く、有機分子間でのCTによる光吸収が確認された。第九章では本研究を総括

し、無機有機複合化現象が物質輸送、化学安定度と平衡、反応動力学といった通常の物理化学の概念に従っており、

それらの複合的モデルによって定量把握し制御可能な材料合成手段であるという結論を記した。本博士論文は、無機

有機ハイブリッド薄膜の電気化学的自己組織化現象の形成原理の理解を飛躍的に推し進めた内容である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 










